
平成1５年度　定 期 総 会 議 事 録

・ 第1号議案  平成1４年度事業、収支決算、監査報告の件

・ 第2号議案  平成1５年度事業計画、予算案の件

・ 第3号議案  役員改選の件

・ 第4号議案　その他の件

日  時：平成1５年5月1０日（土）  午後４時30分より

場  所：北海道千歳リハビリテーション学院　会議室

参加者：28名（委任状142名）

議長に小林利恵子氏を選出し、議事が進行された。

・第1号議案  平成1４年度事業、収支決算、監査報告について議長より説明があり異議
なく承認された。

・第２号議案  平成1５年度事業計画、予算案について議長より説明があり異議なく承認
れた。

・第３号議案  役員改選、幹事選出について議長より説明があり会長に中野大輔氏、副会
長に佐藤一成氏、千葉馨氏、会計に堀野麻衣子氏、監査に湯藤裕美氏、田
中昌史氏の立候補を受け、異議なく承認された。

第4号議案　その他については何もなかった。

平成14年度　事業報告



１． 学術局　　◎学友同窓会勉強会　　平成14年11月16日（土）　千歳リハ学院　大講堂にて
参加者　33名　　テーマ「ADLを考える」　　事例検討によるワークショップ

　　　　　　事例提供者　　愛全病院　　武山　恵亮（PT学科2期卒）
　　　　　　アドバイザー　愛全病院　　石橋　晃仁　先生

　◎第5回臨床教育研究会
　　　　　　　　平成15年3月8日（土）　　札幌市生涯学習総合センター「ちえりあ」にて
　　　　　　　　参加者　89名＋本年度学院卒業生 　　
　　　　　　　　講演会　講師　溝口　千恵子　先生　　　テーマ「高齢者の住環境」

　　　　　　　　シンポジウム　　テーマ「住環境整備におけるチームワーク」

　　　　　　　　シンポジスト　　斉藤　潤子　先生　　　　加藤　好　　先生

　　　　　　　　　　　　　　　　黒川　明日香　先生　　　塚田　鉄平　（PT学科3期卒）

２　事業局　　①学院祭（9月16日）　　　②ソフトボール大会（10月5日）

３　広報局　　①ホームページ管理　（更新回数：10回　　アクセス数：1471アクセス）
②学友同窓会会報の企画・発行（第8号2002.10　第9号2003.1　号外2002.8）
③アンケート実施　（第1回：2002．9.15　　第2回：2003．1.21実施）

４　平成14年度事業総括
◎学術局：11 月の勉強会では、活発なディスカッション・討論の場を設けたいと考え、ワークショ

ップによる事例検討を行った。初の試みであり企画・準備の段階で詰の甘さも目立ったが、

勉強会自体は滞りなく終えることができました。第5 回臨床教育研究会は、「高齢者の住
環境」をテーマに開催した。今回は、昨年度の反省点を教訓に企画・準備を行い、講師の

選定に時間を要した他は、他局の協力もありスムーズに運営を行うことができた。また、

会員多数の参加を頂き無事終えることができ感謝致します。来年度は更なる円滑な運営を

心がけようと考えています。

◎事業局：今年度は、二つの行事に参加しましたが、会員の皆様への広報活動が徹底されず会員が

参加しやすい環境設定が上手く行えなかった。今後、その反省をふまえ同窓会報またはホ

ームページなどを上手く活用し、他の部局と連携を図りながらさらなる努力を重ねていく。

◎広報局：①に関し、臨床教育研究会に合わせて道ＰＴ会と道ＯＴ会のご協力によりリンク協力さ

せて頂き、アクセス数の飛躍的向上につながったと思われる。②に関し、OT 学科、夜間
部の増設等による会員数の飛躍的増加により、発行部数も相当量におよんでいる。事務費

や郵送費の増加を考慮し、インターネットの活用や郵送の効率化が急務となる。③に関し、

従来会員や在校生の意見を広く反映できなかったが、今後、各局の業務に微力ながら貢献

できればと考えている。次年度は広報局のメインな活動として継続していく。

◎事務局：今年度は、会員管理システムの構築にて会員検索、ラベル印刷等の効率化が可能となっ

た。勉強会等の申し込みに関し、FAX に統一し特に問題も生じていない。今後はe-mail
の導入も検討していきたいと考えている。異動届に関しては、昨年同様不徹底により、行

方がわからず案内等の発送が不可能な会員も増えてきている。現状、役員による声掛けと

会報掲載にて対応しているが、これに関しては何らかの対策を考えていく必要があると思

われる。また、年間会議予定・議事録の作成が非実施となってしまった。これに関し、局

内役割分担が不明瞭であり、事務局としての怠惰的行為であり深く反省している。次年度

は確実に役割分担し、担当者が責任を持って責務を遂行していく。

平成15年度　事業計画



１　学術局

　今年度も会員皆様の知識・技術の向上を深める場を提供していきたいと考え、第6 回臨床教育研
究会と11月の勉強会を予定している。11月の勉強会は学友同窓会発足5周年事業として他局と連
携を図り、温泉に宿泊しての技術講習会・親睦会を予定。第6 回臨床教育研究会では、会員皆様
のニーズに合わせた企画を行う予定している。また、学院からの助成金の減額が予想される為、研

究会の運営においても熟慮していく必要があると考える。他局との連携を図り、会員の意見・要望

を取り入れての学術活動になるよう努力していく。昨年度の反省を教訓に、円滑な運営に取り組ん

でいく所在です。

◎勉強会　11月（予定）　　　◎第6回臨床教育研究会　　平成16年3月（予定）

２　事業局

① 学院祭　　（7月）　　　　　　　　　　　　②　十勝自転車レース（8月）
③　研修旅行　（11月に学術局と連携の予定）　 ④　昭和新山国際雪合戦（2月）
今年度は、5 周年記念ということもあり、新たな伝統を築き上げる良い年であり、新企画を立案し
ている。11 月予の研修旅行は、同窓会設立5 周年記念行事と勉強会を兼ね、学術局と連携しなが
ら計画していきたい。5 周年を迎える今年度はスタッフ一同更なる努力にて、会員の皆様に気軽に
楽しく参加していただける行事をご案内させて頂きますので、ご指導、ご鞭撻の程よろしくお願い

します。

３　広報局

① 学友同窓会会報の発行（第10号：Ｈ15年8月　　第11号：Ｈ16年1月の年2回）
② 学友同窓会ホームページの運営・管理（随時）

③ アンケートの実施（4回）
第１回：内容：会員の学友同窓会への意識調査　    対象：卒業生・学院講師　（H15年7月）
第２回：内容：学院生への卒後意識度調査（任意）　対象：学院在学生　　　  （H15年9月）
第３回：内容：11月実施予定勉強会にて、勉強会や会報等についての調査　対象：参加者（H15年11月）
第４回：内容：臨床教育研究会にて、内容や広報等について調査　対象：参加者　（H16年3月）

　④　その他（渉外活動）：学院や北海道理学療法士会や北海道作業療法士会への広報活動

４　事務局

①　E-mail活用の体制整備
体制の整備と、案内・申し込み・連絡等での活用検討していく。

②　異動届提出の徹底

役員各期で報告や届出の遂行を働きかけていく。E－mailでの届出も検討する。
③　年間予定の作成

④　議事録の作成、各書類の保存

役割分担を行い徹底する。各書類保存に関しては、作成者が管理しており統一した保存がさ

れていない為、プリントアウトの上ファイルに保存する。

⑤　次年度へ向け夜間部との調整

⑥　5周年記念行事等の検討
・事業局･学術局と連携し検討していく。

・名称の変更を検討（変更を含め方法等）昨年度のアンケートから在学生に知名度が低いこと

がわかり、原因の一つに「学友会」と「学友同窓会」という名称の類似があると思われた。


